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 大規模災害が発生した際の最優先課題は、住宅を滅失された被災者の方々の住まいを確保すること

であり、応急仮設住宅の供給は、被災者が復興に向けた第一歩を踏み出すために重要な役割を担って

います。 

 平成２３年に発生した東日本大震災では、想定をはるかに超える被害に対し、建設用地の確保が難

航したことや、資材の調達、施工体制が整わず、応急仮設住宅の供給が大幅に遅れる事態が発生しま

した。 

一方、一部の自治体ではあらかじめ地域材を活用した木造の応急仮設住宅の開発と供給体制の整備

に取り組み、震災後の迅速な応急仮設住宅の供給に大きく貢献しました。 

本県では、平成２４年度に「鳥取県産材活用木造応急仮設住宅」を開発し、県内の関係団体と連携

した供給体制の整備に取り組んでいます。 

このマニュアルは、大規模災害が発生した際に、住宅を滅失された被災者の方々に応急仮設住宅を

始めとする住まいを円滑に供給するために作成したものです。 

なお、マニュアル作成にあたり、設計、施工及び供給体制等について、ご指導、ご協力いただきま

した、県産材活用木造仮設住宅供給検討会の委員の皆様に対し、深く感謝を申し上げます。 
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